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1． はじめに 

今年のシカゴはまだそこまで寒い日がなく、

ありがたいです。大体年末の最後の週で寒さの

第一波が来るので覚悟はしています。卒業の見

込みがたったのでゆっくりと実験する時間も

なく、博士論文をまとめるいい時間だと思って

頑張ります。 

2． 研究 

 相変わらずの状況ですが、申請を出せばオフ

ィスに行って実験をすることもできるように

なりました。5年目に入り、もちろん授業もも

う取り終わっているので、そこまで致命的な不

便さではないのですが、やはり普段の実験や日

常の議論を通して研究を進めることができな

いのは少し研究留学の楽しさが減ってしまう

かなと感じています。今年受験する、した方で

シカゴのコロナ事情、学校、街の雰囲気など質

問があればいつでもどうぞ。 

今期もいくつか論文 1，2を出せましたが、ロ

ックダウンになってから家にいて、論文を書く

ぐらいしかできないといい続けていた割には

そこまで効率的には進められなかったかなと

思います。なかなか自分だけでペースを作るの

は難しく、そのあたりのコントロールはいまだ

に試行錯誤中です。そのぶん、今まで時間がな

くてできなかった新しいことに取り組めたの

はよかったです。卒業のめどが立ち、博士論文

も書き始めているのでそちらで取り返してい

ければと思っています。博士論文審査会も年明

けに予定しているのでこれから年末にかけて

追い込み、最後まで気を抜かず無事博士号が取

れるように頑張りたいと思います。 

3． 就活について 

 詳しくはまた卒業が決まってから書ければ

と思っています。特にこだわっていたわけでは

ありませんが、結果的にはアカデミアに残る形

になりそうです。 

 日本、海外とも視野に入れていて、卒業する

のが見えてきた段階で周りの人から声をかけ

ていただいたケースが多かったです。もちろん

そのあとに公募として審査、選考を受けました。

個人や分野によることは間違いないと思いま

すが、進路を決める前から学会、ワークショッ

プなどでつながりを広げておくのは非常に大

切だと感じました。以前の報告書で研究のコラ

ボレーションについて書いたかもしれません

が、自分のやっていることと今後やりたいこと

を理解してくれている方を増やすことは自分

とフィットするポジションに巡り合える確率

を高めることにもつながります。就活だけが目

的ではないにせよ早い段階から知り合いをた

くさん作っておくのをおすすめします。 

 留学すると日本とのつながりがなくなるの

ではというのが学位留学の不安点として挙げ

られますが、自分から行動を起こしていけば十

分に日本の学会ともつながりを作ることもで

きると感じました。国際学会で知り合った方の

ラボを一時帰国の際に、訪問させていただいた

りして得たつながりから声をかけていただい

たケースもありました。しっかりと自分から動

いたうえで海外の経験を生かして差別化がで

きれば、日本のポジション獲得に向けた競争力

にもなるのではないかと思います。 

4．まとめ 

 大変な年になりましたが、制約がある中でも

なんとかここまで進めて、卒業も見据えられて

いるのは財団からの支援、そして財団を通した

コミュニティがあったからこそだと思ってい

ます。数か月後このページで無事に卒業報告が

できるように最後まで気を抜かず、博士号取得

に向けて頑張りたいと思います。 
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図 1 本当は今年ももっと旅行したかった

けど、飛行機使うのも一苦労なので車で近

場のミルウォーキーへ。きれいな街で、いい

リフレッシュになりました。 
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